
この歌は、イーグルスの 年代のヒット曲。イーグルスといえば「ホテルカリフォルニ
ア」が代表曲なんですが、オレはこの歌が好きなんです。なんだかこの歌、歌詞を読ん
でると自分のことを言われてるみたいで、ホントなんだか…。まぁ～ハデな女を追っか
けてるわけでも、すぐそばにハートのある娘がいるわけでも、ついでにカウボーイでも
ないんですけどね… _
でも一人でこうして異郷の地で、ふと今の自分に目をやってみるとき、この歌がなんだ
か、叱咤してくれてるようでもあり、慰めてくれているようでもありまた、お前のこと
はわかっているからさと肩をたたいてくれているようでもあり…ときたま車を走らせな
がら流していると心がジュゥ～ンとなるナンバーなんです。
最近、イーグルスもちょっとだけ再結成したりして、昔よりもう少し渋くなったその歌
声を聴かせてくれたりしています。
オレもたまァ～にカラオケで遠くを見つめながら 完全に自分の世界にドップリ入り込ん
で この歌、歌ったりします。グレン・フライにはとてもかないませんが…
みんなももしＣＤ聴いて気に入ったら練習して歌ってみてください。ルビ歌詞付けとい
たんで ^

デｽペﾗｰド ならず者よ 目を覚ましな

もうｶｳボｰｲ暮らしも ずいぶん長いだろうに

おまえはﾜﾙさ

でも それにも理由があるんだろう

おまえが愛するものが

いつかおまえを傷つける そんなこともあるんだぜ

よしな ﾊデな女を追いかけるなんてのは

だめさ ちょっとｽｷを見せたら痛い目に合うのがおちさ

おまえのすぐそばにはﾊｰﾄのある娘がいるだろう

手を伸ばせば彼女の愛が得られるのに

いつもおまえは夢ばかり見て 手に入らないものを追いかけている
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デｽペﾗｰド ならず者よ もう若返られるわけじゃない

心の痛みと渇きは

望郷の懐いを駆りたてる

自由 あぁ 自由なんて

寂しい奴らが負け惜しみで口にしているだけさ

おまえは囚われた心のまま 一人で

このまま生きていこうというのかい

冬には足が冷えるだろうに

雪が降ろうが 太陽が照ろうがかまわないのか

昼と夜の区別もないんだな

おまえは普通の感情まで失っちまったんじゃないのかい

このままでいいわきゃないぜ

デｽペﾗｰド ならず者よ 目を覚ましな

もういいかげんにそんな暮らしはやめて

心を開けよ 外は雨かもしれないが

おまえの上には虹が架かっている

誰かの愛を受けいれることさ

誰かの愛を受けいれることさ

手遅れになる前に…
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･ ｢命知らずのならず者｣
･ ｢正気になる｣
･ ｢ 牧場の 柵を馬に乗って見回りをしている｣
･ … は語調を整えるために入っているだけ
･ ｢ﾊデな女｣
･ ｢気持ちの優しい女｣
･ ｢賭の対象｣
･ ｢ﾃｰブﾙの上に並べられている｣ ﾄﾗﾝプのゲｰﾑにたとえている
･ 囚われた心
･ 見分ける
･ 感情の全てを
･

デｽペﾗｰド ﾌｧｲドﾝﾁｭｰ ｶﾑﾁｭｰｱｾﾝｽｨズ

ﾕヴｨﾝﾅｳﾗｲデｨﾝﾌｪ ﾝｽｨズ

ﾌｫ ｿｰﾛﾝﾅｳ

ｵｰﾕｱﾊｰドﾜﾝ

バｧﾉｰザｯ ﾕガｯﾁｬﾘｰズﾝズ

ジｨズｽｨﾝザｯﾀプﾘｰズｨﾝﾆｭ

ｷｬﾝ ﾊｰﾁｭｰｻﾑﾊｳ

ドﾝﾁｭ ドﾛｰザｸｲｰﾉ ヴ ダｲｱﾓﾝズ ボｰｲ

ｼﾙビｰﾁｭｰ ｲ ﾌ ｼズｴｲブｰ

ﾕｰﾉｰザｸｨｲｰﾉヴﾊｰｯ

ｲｵｰｳｪｲズ ﾕベｽベｯ

ﾅｳ ｲｯ ｽｨｰﾑズﾄｩﾐｰｻﾑﾌｧｲﾝｽｨﾝグｽ

ﾊヴビｰﾝﾚｲダポﾝﾆｭｧﾃｲブｰ

バﾁｭｵﾝﾘｰｳｫﾝデｨﾜﾝザ ﾕｷｬﾝゲｪｰｯ
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デｰｽペﾗｰド ｵｰﾕｴｲﾝゲｯﾃｨﾝﾉﾔｰﾝガ

ﾕｱペｲﾅﾝ ﾕｰﾊﾝガｰ

ゼｱドﾗｲヴｨﾆｭﾎｰﾑ

ﾌﾘｰダﾑ､ｵｰﾌﾘｰダﾑ

ｩｪザｯジｬｽｻﾑピｰプﾄｰｷﾝ

ﾕｧプﾘズﾝズｳｫｰｷﾝｽﾙｩデｨｽ ﾜｰﾙドｫｰｫﾗﾛｰﾝ

ドﾝﾁｭｧﾌｨｰゲｯｺｰｩデｨﾝダｳｲﾝﾀｰﾀｲﾑ

ダｽｶｲｳｫﾝｽﾉｰｱﾝダｻｰﾝｳｫﾝｼｬｨﾝ

ｲｯﾂﾊｰ ド ﾂﾃｰﾙダﾅｲﾀｲﾑ ﾌﾛﾑザｧｰデｲ

ﾕｱﾙｰズｨﾝｵｰﾙﾔﾊｲザﾝﾛｰズ

ｱﾆｨｯﾌｧﾆｨﾊｳダﾌｨｰﾘﾝゴｰズ ｱｳｪｰｲ

デｽペﾗｰド ﾌｧｲドﾝﾁｭｰｶﾑﾁｭｱｾﾝｽｨズ

ｶﾑダｩﾝﾌﾛﾐｭｱﾌｪﾝｽｨズ

ｵｰプﾝザゲｲﾄ ｲｯﾒｲビﾚｲﾆﾝ

バｰゼｰズｧﾚｲﾝポｳｰｧバｰビｭｰ

ﾕｰベﾀﾚｯﾂｻﾑバデｨﾗｰヴｭ

ﾕｰベﾀﾚｯﾂｻﾑバデｨﾗｰヴｭｰｩｰ

ビﾌｫｰｲｯﾂﾄｩｰｰﾚｲ ﾄ
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